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播種面積（8月3日現在）

昨年は、早い梅雨明けとその後の天候に恵まれ、適期播種作業で好スタートを切りましたが、７月末の大雨

により管内の小豆圃場の一部が冠水しました。今年も早々に梅雨明けしましたが、７月中旬まで不安定な天

候が多く、播種のタイミングが難しい状況でした。下旬以降は打って変わって猛暑日が続き、７月末から８月

頭にかけて播種作業を行った圃場が多くみられましたが、その後、８月４日に嶺北で「線状降水帯」が発生し、

管内各地で道路や圃場が冠水するなど記録的大雨による多くの被害がみられました。

今後も大雨・猛暑等注意しながら丁寧な作業に取組み、高品質・高収量を目指して頑張りましょう。

● 冠水した圃場の排水溝の手直し

今回の大納言小豆部会だより『アズ・キング』は「福井西部支店」が担当しました。

大納言小豆の播種状況

大納言小豆の栽培ポイント

８月４日の大雨により管内圃場で、播種後の小豆が冠水しました。圃場

が冠水した場合は、速やかに排水するように、圃場排水溝の手直しをし

てください。水が停滞すると立枯れなど病気が発生するので要注意！

崩れ

停滞水

● 除草剤の散布

播種後の降雨は、除草剤効果を弱め雑草の発生を早めます。雑草対策として、適期の除草剤散布で雑草に

負けないようにしましょう。中耕栽培も、株間の雑草に注意し、中耕（培土）と併せて除草剤を散布しましょう。

雑草区分 除草剤名 雑草生育期

ﾊﾟﾜｰｶﾞｲｻﾞｰ液剤

200～300㎖/10a（1回）

ナブ乳剤
150～200㎖/10a（2回）

ﾎﾟﾙﾄﾌﾛｱﾌﾞﾙ
200～300㎖/10a（1回）

イネ科雑草（3～8葉期)
収穫50日前まで

散布除草剤（選択性）

広葉雑草
雑草発生始期～発生揃期
（播種後14日頃）

イネ科雑草
（ヒエ）

イネ科雑草（3～5葉期）
収穫14日前まで

 播種後14日頃から、雑草の発生

に応じて散布してください。

除草剤散布は遅れないように！

「密植栽培」は播種後14日頃から、雑草に応じた除草剤を圃
場に全面散布。「中耕栽培」は株間の除草が困難なので、雑
草の発生に応じて除草剤の散布と中耕を併用してください。

播種合計面積
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